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(57)【要約】
【課題】遊技場の省力化が実現可能となるメダル循環シ
ステムの提供。
【解決手段】スロットマシン1Aに設けられている筐体２
に、メダルＡの出入口としてメダル補給口2B及びメダル
排出口2Dとを設け、メダル貸出装置40及びメダル計数装
置50を内部に収納する第１補助筐体12にも、メダルＡの
出入口として貸出メダル補給口12D 及び計数済メダル排
出口12G とを設け、且つ、筐体２の下方に配置された落
下メダル受容器20から、メダル補給口2B及び貸出メダル
補給口12D の上方へメダルＡを揚送するメダル揚送装置
30を設け、これにより、落下メダル受容器20と、筐体２
及び第１補助筐体12との間でメダルＡを循環させる。こ
こで、メダル揚送装置30として、回転ディスクでメダル
Ａを移動させるメダルホッパー式のものを採用したので
、メダルＡの揚送が確実に行えるようになる。
【選択図】　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メダル遊技機で遊技する遊技者に貸し出すためのメダルを貯留する貸出メダル貯留器と
、前記貸出メダル貯留器に貯留しているメダルを払い出すメダル貸出装置と、メダルが投
入されると、投入されたメダルの計数を行うメダル計数装置と、前記メダル遊技機及び前
記メダル計数装置の下方に配置されて前記メダル遊技機及び前記メダル計数装置から落下
してくるメダルを受けとめて貯留する落下メダル受容器と、前記メダル遊技機及び前記メ
ダル貸出装置に供給すべきメダルを揚送するメダル揚送装置とを備え、前記メダル遊技機
、前記貸出メダル貯留器、前記メダル貸出装置及び前記メダル計数装置と、前記落下メダ
ル受容器との間でメダルを循環させるメダル循環システムであって、
　前記メダル遊技機には、メダルを貯留するメダル貯留器と、
　前記メダル貯留器に貯留しているメダルを払い出す遊技メダル払出装置と、
　前記メダル貯留器及び遊技メダル払出装置を内部に収納する筐体とが設けられ、
　前記筐体には、前記メダル貯留器よりも高い位置から前記メダル貯留器にメダルを補給
するためのメダル補給手段と、
　前記メダル貯留器から溢れたメダルを当該筐体の下方へ排出するためのメダル排出手段
とが設けられ、
　前記メダル揚送装置には、前記前記筐体の前記メダル補給手段、及び、前記貸出メダル
貯留器よりも高い位置にメダルを導くメダル揚送路が接続され、
　前記メダル揚送路には、前記メダル遊技機の前記メダル貯留器及び前記貸出メダル貯留
器のいずれか一方にのみメダルを搬送することができ、更には一方から他方にメダルの搬
送先を切り換えるメダル切換装置が設けられ、
　前記メダル揚送装置は、前記メダル揚送路に接続され、且つ、前記落下メダル受容器の
底部に回転可能に設けられるとともに、内部に入ったメダルを保持するためのメダル穴が
複数形成された回転ディスクと、この回転ディスクを回転駆動する電動機と、回転ディス
クのメダル穴に保持されて回転ディスクの周方向へ移動しようとするメダルを案内して、
当該メダルを前記メダル揚送路に向かって移動させるガイド部とを備え、前記回転ディス
クの回転によってメダルを次々に前記メダル揚送路の内部に向かって押し出すことで、前
記メダル揚送路内のメダルを揚送するように形成されたものであり、
　前記メダル切換装置におけるメダルの搬送先が前記貸出メダル貯留器に向かってセット
された状態で、前記メダル揚送装置を作動させると、前記貸出メダル貯留器内にメダルが
落下して、当該貸出メダル貯留器にメダルの供給が行われ、
　前記メダル切換装置におけるメダルの搬送先が前記メダル遊技機側の前記メダル貯留器
に向かってセットされた状態で、前記メダル揚送装置を作動させると、前記メダル補給手
段を通じて前記メダル遊技機の前記メダル貯留器内にメダルが落下して、当該メダル貯留
器にメダルの供給が行われ、
　前記メダル計数装置でメダルの計数が済むと、計数済みのメダルが当該メダル計数装置
から前記落下メダル受容器の内部に落下し、当該落下メダル受容器に回収され、
　前記メダル貯留器内に貯留されているメダルが当該メダル貯留器から溢れると、溢れた
メダルが前記筐体に設けられた前記メダル排出手段を通じて前記落下メダル受容器内に落
下し、当該落下メダル受容器に回収されるように形成されていることを特徴とするメダル
循環システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、メダル遊技機と、貸出メダル貯留器、メダル貸出装置及びメダル計数装置と
の間でメダルを循環させるためのメダル循環システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、遊技媒体としてメダルを採用しているスロットマシン等のメダル遊技機が利
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用されている。
　このようなメダル遊技機は、所定枚数のメダルを投入することで、遊技が開始可能とな
り、また、遊技で入賞すると、入賞した役に応じた枚数のメダルを遊技者に払い出すよう
になっている。
　一般的なメダル遊技機は、遊技を開始する際に投入されるメダル以外に、補給されるメ
ダルがなく、また、入賞した際に遊技者に払い出されるメダル以外に、外部に排出される
メダルがなく、メダルの出し入れが限定されている。
【０００３】
　このため、メダル遊技機が設置されている遊技場では、メダル遊技機の内部で余剰とな
ったメダルを外部に排除する作業や、メダルを貯留する容器が空になる等で不足となった
メダルを補給する作業を行う人手が必要となっている。
　そこで、メダルを遊技者に貸し出すメダル貸出装置、及び、遊技者の手持ちのメダルを
計数するメダル計数装置を、メダル遊技機の本体に一体化し、且つ、メダル貸出装置、メ
ダル計数装置及びメダル遊技機の間をメダルが循環するようにメダルを流通させることで
、遊技場の省力化が図ったメダル循環機構が提案されている（例えば、特許文献１参照）
。
【０００４】
　すなわち、メダル貸出装置、メダル計数装置及びメダル遊技機のいずれよりも低い位置
に、メダルを貯留するメダルタンクを設け、且つ、メダルタンクに貯留されているメダル
を、メダル計数装置及びメダル遊技機のいずれよりも低い位置まで揚送するベルト式のメ
ダル揚送装置をメダルタンクに隣接して設け、上部に揚送したメダルを下方のメダル遊技
機、メダル貸出装置及びメダル計数装置を通ってメダルタンクまで戻すようにする。
　これにより、メダル遊技機、メダル貸出装置及びメダル計数装置の三者を通ってメダル
が循環するようになるので、メダルを外部に排除する作業やメダルを補給する作業が不要
となり、また、これらの作業を行う人手も不要となり、従って、遊技場の省力化を図るこ
とができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１１－１９２７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　前述のようなメダル循環機構では、メダルタンクとメダル揚送装置との間に、メダル揚
送装置へ向かって下り傾斜となった通路を設け、この通路の上面をメダルが略水平状態で
滑走させることで、メダルタンクからメダル揚送装置までメダルを搬送させるので、メダ
ルを略垂直状態に立てることができず、略垂直方向へメダルを移動させる一対のベルトの
間にメダルを挿入できす、従って、メダルの揚送が行えず、遊技場の省力化を実現できな
い、という問題がある。
　そこで、各請求項にそれぞれ記載された各発明は、上記した従来の技術の有する問題点
に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、遊技場の省力化が実現可能とな
るメダル循環システムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　各請求項にそれぞれ記載された各発明は、前述の目的を達成するためになされたもので
ある。以下に、各発明の特徴点を、図面に示した発明の実施の形態を用いて説明する。
　なお、符号は、発明の実施の形態において用いた符号を示し、本発明の技術的範囲を限
定するものではない。
　（請求項１）
　（特徴点）
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　請求項１記載の発明は、次の点を特徴とする。
　すなわち、請求項１に記載の発明は、メダル遊技機(1A)で遊技する遊技者に貸し出すた
めのメダルを貯留する貸出メダル貯留器(45)と、前記貸出メダル貯留器(45)に貯留してい
るメダルを払い出すメダル貸出装置(40)と、メダルが投入されると、投入されたメダルの
計数を行うメダル計数装置(50)と、前記メダル遊技機(1A)及び前記メダル計数装置(50)の
下方に配置されて前記メダル遊技機(1A)及び前記メダル計数装置(50)から落下してくるメ
ダルを受けとめて貯留する落下メダル受容器(20)と、前記メダル遊技機(1A)及び前記メダ
ル貸出装置(40)に供給すべきメダルを揚送するメダル揚送装置(30)とを備え、前記メダル
遊技機(1A)、前記貸出メダル貯留器(45)、前記メダル貸出装置(40)及び前記メダル計数装
置(50)と、前記落下メダル受容器(20)との間でメダルを循環させるメダル循環システム(
１)であって、前記メダル遊技機(1A)には、メダルを貯留するメダル貯留器(10A) と、前
記メダル貯留器(10A) に貯留しているメダルを払い出す遊技メダル払出装置(10)と、前記
メダル貯留器(10A) 及び遊技メダル払出装置(10)を内部に収納する筐体(２)とが設けられ
、前記筐体(２)には、前記メダル貯留器(10A) よりも高い位置から前記メダル貯留器(10A
) にメダルを補給するためのメダル補給手段(8,2B)と、前記メダル貯留器(10A) から溢れ
たメダルを当該筐体(２)の下方へ排出するためのメダル排出手段(2D)とが設けられ、前記
メダル揚送装置(30)には、前記筐体(２)の前記メダル補給手段(8,2B)、及び、前記貸出メ
ダル貯留器(45)よりも高い位置にメダルを導くメダル揚送路(31)が接続され、前記メダル
揚送路(31)には、前記メダル遊技機(1A)の前記メダル貯留器(10A) 及び前記貸出メダル貯
留器(45)のいずれか一方にのみメダルを搬送することができ、更には一方から他方にメダ
ルの搬送先を切り換えるメダル切換装置(34)が設けられ、前記メダル揚送装置(30)は、前
記メダル揚送路(31)に接続され、且つ、前記落下メダル受容器(20)の底部に回転可能に設
けられるとともに、内部に入ったメダルを保持するためのメダル穴(30A) が複数形成され
た回転ディスク(30B) と、この回転ディスク(30B) を回転駆動する電動機と、回転ディス
ク(30B) のメダル穴(30A) に保持されて回転ディスク(30B) の周方向へ移動しようとする
メダルを案内して、当該メダルを前記メダル揚送路(31)に向かって移動させるガイド部と
を備え、前記回転ディスク(30B) の回転によってメダルを次々に前記メダル揚送路(31)の
内部に向かって押し出すことで、前記メダル揚送路(31)内のメダルを揚送するように形成
されたものであり、前記メダル切換装置(34)におけるメダルの搬送先が前記貸出メダル貯
留器(45)に向かってセットされた状態で、前記メダル揚送装置(30)を作動させると、前記
貸出メダル貯留器(45)内にメダルが落下して、当該貸出メダル貯留器(45)にメダルの供給
が行われ、前記メダル切換装置(34)におけるメダルの搬送先が前記メダル遊技機(1A)側の
前記メダル貯留器(10A) に向かってセットされた状態で、前記メダル揚送装置(30)を作動
させると、前記メダル補給手段(8,2B)を通じて前記メダル遊技機(1A)の前記メダル貯留器
(10A) 内にメダルが落下して、当該メダル貯留器(10A) にメダルの供給が行われ、前記メ
ダル計数装置(50)でメダルの計数が済むと、計数済みのメダルが当該メダル計数装置(50)
から前記落下メダル受容器(20)の内部に落下し、当該落下メダル受容器(20)に回収され、
前記メダル貯留器(10A) 内に貯留されているメダルが当該メダル貯留器(10A) から溢れる
と、溢れたメダルが前記筐体(２)に設けられた前記メダル排出手段(2D)を通じて前記落下
メダル受容器(20)内に落下し、当該落下メダル受容器(20)に回収されるように形成されて
いることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　　（請求項１の効果）
　以上のように構成されている本発明は、以下に記載されるような効果を奏する。
　すなわち、請求項１記載の発明によれば、メダル貯留器及び遊技メダル払出装置を内部
に収納する筐体に、メダル貯留器よりも高い位置からメダル貯留器にメダルを補給するた
めのメダル補給手段と、メダル貯留器から溢れたメダルを下方へ排出するためのメダル排
出手段とを設け、また、メダル遊技機のメダル排出手段を通じて下方へ落下するメダル、
及び、メダル計数装置から計数済となって下方に落下するメダルの両方を受ける落下メダ
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ル受容器を設けたので、メダル貯留器から溢れたメダル、及び、メダル計数装置で計数済
となったメダルを落下メダル受容器に回収することができる。
【０００９】
　さらに、落下メダル受容器のメダルをメダル遊技機のメダル補給手段及び貸出メダル貯
留器のいずれよりも高い位置までメダルを導くメダル揚送路と、メダル揚送路内のメダル
を上方へ搬送するメダル揚送装置とを設けたので、メダル揚送装置でメダルをメダル遊技
機のメダル補給手段及び貸出メダル補給口のいずれよりも高い位置に搬送すれば、当該位
置からメダルを重力で下方へ落下させることで、メダル遊技機のメダル貯留器及び貸出メ
ダル貯留器にメダルを補給することができる。
　この際、落下メダル受容器からメダル貸出装置に供給されたメダルは、メダル貸出装置
によって遊技者に貸し出され、遊技を行うためにメダル遊技機に投入されてメダル貯留器
の内部に溜まる。そして、入賞回数が少なく、メダルがメダル貯留器に溜まって行くと、
最終的に、メダル貯留器から溢れ出て落下メダル受容器に回収され、これにより、落下メ
ダル受容器のメダルは、メダル貸出装置及びメダル遊技機を経由して落下メダル受容器に
戻ってくることになる。
【００１０】
　一方、入賞回数が多く、メダル貯留器に溜まっているメダルが次々に遊技者に払い出さ
れると、メダル貯留器からメダルが溢れることはないが、遊技者に払い出されたメダルは
、景品と交換するにあたり、事前に、メダル計数装置で数量が計数される。そして、計数
済みとなったメダルは、メダル計数装置から下方へ落下し、落下メダル受容器に回収され
、これにより、落下メダル受容器のメダルは、メダル貸出装置、メダル遊技機、遊技者の
手元、及び、メダル計数装置を経由して落下メダル受容器に戻ってくることになる。
　ここにおいて、メダル貸出装置、メダル計数装置及びメダル遊技機にメダルを循環させ
る循環系が成立するので、余剰のメダルを外部に排除する作業や不足したメダルを補給す
る作業が不要となり、また、これらの作業を行う人手も不要となり、これにより、遊技場
を省力化することができる。
【００１１】
　ここで、落下メダル受容器の内部に貯留されているメダルを揚送するためのメダル揚送
装置として、内部に入ったメダルを保持するためのメダル穴が複数形成された回転ディス
クを落下メダル受容器の底部に設け、この回転ディスクを電動機で回転させるとともに、
メダル穴に入ったメダルをガイド部に沿わせてメダル揚送路に向かって移動させることで
、メダルを次々にメダル揚送路の内部に押し込んで、メダル揚送路内のメダルを揚送する
ものを採用したので、このメダル揚送装置によって、落下メダル受容器に底部に溜まった
メダルを、メダル遊技機のメダル補給手段及び貸出メダル貯留器のいずれよりも高い位置
まで確実に搬送することができる。
【００１２】
　従って、メダル揚送装置の確実な揚送動作が実現されることにより、メダル貸出装置、
メダル計数装置及びメダル遊技機におけるメダルの循環が確実に行われるようになり、余
剰のメダルを外部に排除する作業や不足したメダルを補給する作業が不要となり、また、
これらの作業を行う人手も不要となるので、これにより、遊技場の省力化を実現すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明に係る一実施形態の全体を示す正面図である。
【図２】前記実施形態を示す分解斜視図である。
【図３】前記実施形態に係るメダル貸出装置及びＩＣメダル払出装置を示す斜視図である
。
【図４】図２のIV－IV線における拡大断面図である。
【図５】前記実施形態に係るメダル切換装置を示す拡大断面図である。
【図６】前記実施形態に係るメダル計数装置のトレイを示す拡大平面図である。
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【図７】前記実施形態に係るメダル計数装置の要部を示す断面図である。
【図８】前記実施形態に係るメダル計数装置の要部を示す平面図である。
【図９】図８のIX－IX線における拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下に、本発明を実施するための形態である一実施形態について、図面に基づいて説明
する。
　（スロットマシン１の概略構成）
　本実施形態に係るメダル循環システム１は、図１及び図２に示すように、遊技を行うス
ロットマシン1Aと、スロットマシン1Aの補助装置である落下メダル受容器20、メダル揚送
装置30、メダル貸出装置40、メダル計数装置50及びＩＣメダル払出装置60とを組み合わせ
たものである。
　ここで、本発明に基づくメダル循環システム１は、予め落下メダル受容器20の内部に必
要な量のメダルＡを貯留しておき、遊技者が遊技を行う際に、スロットマシン1A、メダル
貸出装置40及びメダル計数装置50と、落下メダル受容器20との間でメダルＡを循環させ、
且つ、景品等との交換にあたり、ＩＣメダル払出装置60が払い出すＩＣメダルＣを利用す
ることで、外部からのメダルＡの補給を不要にしたものである。
【００１５】
　すなわち、スロットマシン1Aは、遊技で入賞した際に、貯留しているメダルＡを遊技者
に払い出すホッパーユニット10（図１にのみ示す。）を内蔵したものである。
　このホッパーユニット10は、遊技媒体であるメダルＡを貯留するとともに上向きの開口
を有するメダル貯留器10A を備え、メダル貯留器10A に貯留されているメダルＡが不足す
ると、落下メダル受容器20からメダルＡの補給を受けるようになっている。
　以上において、ホッパーユニット10は、メダル貯留器10A に貯留しているメダルＡを払
い出す遊技メダル払出装置となっている。
　ここで、入賞しない遊技が長く連続した等により、スロットマシン1Aの内部に貯留され
ているメダルＡに余剰が生じると、余剰のメダルＡは、ホッパーユニット10から溢れる、
換言すると、オーバーフローするようになっている。
【００１６】
　そして、ホッパーユニット10からオーバーフローしたメダルＡは、ホッパーユニット10
からオーバーフローすると、下方へ自然落下し、落下メダル受容器20に受けとめられ、こ
れにより、メダルＡが落下メダル受容器20に戻るようになっている。
　メダル貸出装置40は、スロットマシン1Aの側方に隣接して配置されているとともに縦長
に形成された第１補助筐体12の内部に設けられたものである。
　なお、第１補助筐体12の内部には、メダル貸出装置40の下方にメダル計数装置50が設け
られている。
　そして、第１補助筐体12における遊技者側に臨む正面部分12A には、図３にも示すよう
に、紙幣Ｂが投入される紙幣投入口41と、遊技者に貸し出すためのメダルＡが払い出され
るメダル貸出口42とが開口されている。
【００１７】
　ここで、メダル貸出装置40は、投入紙幣を識別する機能を有する紙幣識別機43を備えた
ものである。
　すなわち、メダル貸出装置40は、紙幣投入口41に適正な紙幣が投入された場合、紙幣識
別機43が投入された紙幣の識別を行うとともに当該紙幣の額を判定するようになっている
。
　また、メダル貸出装置40は、前述したスロットマシン1Aと同様、内部に貯留しているメ
ダルＡが不足すると、落下メダル受容器20からメダルＡの補給を受けるようになっている
。
【００１８】
　また、メダル計数装置50は、図２及び図３の如く、第１補助筐体12の正面部分12A に形
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成されたトレイ挿通孔51A の内部に収納されるとともに、当該トレイ挿通孔51A から引き
出し可能に設けられたトレイ51を備えている。
　このようなメダル計数装置50は、正面部分12A から引き出したトレイ51の内部に遊技者
がメダルＡを入れ、この後、当該トレイ51を正面部分12A の内部に戻すと、トレイ51内の
メダルＡの計数を自動的に開始するように形成されている。
　そして、メダル計数装置50による計数が済んだメダルＡは、メダル計数装置50から下方
へ自然落下し、落下メダル受容器20に受けとめられ、これにより、遊技者に貸し出したメ
ダルが落下メダル受容器20に戻るようになっている。
【００１９】
　また、メダル計数装置50は、メダルＡの計数を行うと、メダルの計数信号をＩＣメダル
払出装置60へ送信するようになっている。
　ＩＣメダル払出装置60は、図１～図３の如く、第１補助筐体12の側方に隣接して配置さ
れているとともに縦長に形成された第２補助筐体13の内部に設けられたものである。
　第２補助筐体13における遊技者側に臨む正面部分13A には、前述したＩＣメダルＣが投
入されるＩＣメダル投入口61と、遊技者が遊技で獲得したメダルＡの数量に応じた数値を
記憶したＩＣメダルＣを払い出すＩＣメダル払出口62と開口されている。
【００２０】
　また、第２補助筐体13の正面部分13A には、図１～図３の如く、７セグメントのＬＥＤ
を備え、取得したメダルＡの数量を表示する表示装置64と、メダルＡの計数結果をＩＣメ
ダルＣに書き込ませるための払出要求ボタン65と、投入されたＩＣメダルＣに書き込まれ
ている数値の範囲内でメダルＡを払い出させるための貸出要求ボタン66とが設けられてい
る。
　ここで、第２補助筐体の内部には、メダル貸出装置40、メダル計数装置50及びＩＣメダ
ル払出装置の動作を制御する図示しない制御装置が設けられている。そして、この制御装
置によって、メダル貸出装置40、メダル計数装置50及びＩＣメダル払出装置は、互いに連
動した動作が行えるようになっている。
【００２１】
　すなわち、メダル計数装置50は、メダルを計数すると、計数したメダルの数量を示すメ
ダル枚数信号を制御装置へ送信するようになっている。
　制御装置は、メダル計数装置50からメダル枚数信号を受信すると、メダル枚数信号が示
すメダル数量を表示装置64に表示するようになっている。
　表示装置64にメダルの数量が表示された状態で、遊技者が貸出要求ボタン66を押圧操作
すると、制御装置は、メダル貸出装置40の動作を制御して、メダル貸出装置40からメダル
を払い出させるようになっている。
【００２２】
　ここで、制御装置は、貸出要求ボタン66の１回の押圧操作につき、所定枚数のメダルの
払い出しが行われるように、メダル貸出装置40の制御を行うものとなっている。
　また、制御装置は、所定枚数のメダルを払い出す毎に、表示装置64の表示値から、払い
出したメダルの枚数を減じた値を算出した後、算出した新しい値を表示装置64に更新表示
するようになっている。
　さらに、制御装置は、表示装置64に表示されたメダルの数量が、１回の操作で払い出さ
れるメダルの枚数を下回っている場合は、貸出要求ボタン66の押圧操作に応答しない、す
なわち、メダルの払出動作を行わないようになっている。
【００２３】
　また、遊技を終わらせる時に、表示装置64にメダルの数量が表示されていれば、遊技者
は、払出要求ボタン65を押圧操作することで、ＩＣメダルＣの払い出しを受けるようにな
っている。
　すなわち、制御装置は、表示装置64にメダルの数量が表示されている状態で、払出要求
ボタン65が押圧操作されると、第２補助筐体の内部に複数貯留されているＩＣメダルＣの
中の１枚に、残っているメダルの数量データを書き込んだ後、残っているメダルの数量を
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クリアし、さらに、メダルの数量データを書き込んだＩＣメダルＣをＩＣメダル払出口62
に払い出すようになっている。
【００２４】
　また、メダルの数量データが書き込まれたＩＣメダルＣを、別のスロットマシン1Aに隣
接設置されたＩＣメダル払出装置60のＩＣメダル投入口61に投入すれば、ＩＣメダルＣに
書き込まれていたメダル枚数が、その表示装置64に表示され、当該別のスロットマシン1A
に隣接するメダル貸出装置40からメダルの貸し出しを受けることができるようになってい
る。
　なお、ＩＣメダル払出装置60に投入されたＩＣメダルＣは、メダル貸出装置40によって
遊技者にメダルの貸し出しがなされると、書き込まれた数量データから貸し出されたメダ
ル枚数分の数値が減算され、これにより、数量データの更新がなされるようになっている
。
【００２５】
　さらに、メダルの数量データを書き込んだＩＣメダルＣを、遊技場内に設置された精算
機に投入すれば、精算機からメダルの数量が記入された景品交換用レシートが発行され、
この景品交換用レシートを景品交換所へ持って行けば、景品との交換が行えるようになっ
ている。
　また、メダル貸出装置40の紙幣識別機43は、遊技者によって紙幣投入口41に紙幣Ｂが投
入されると、投入された紙幣Ｂを判定し、判定した額を示す紙幣識別信号を制御装置へ送
信するようになっている。
【００２６】
　制御装置は、紙幣識別機43から紙幣識別信号を受信すると、メダル貸出装置40の動作を
制御して、紙幣識別信号の示す額に応じた枚数のメダルをメダル貸出装置40からメダル貸
出口42に払い出させるようになっている。
　なお、制御装置は、メダルの計数を完了したメダル計数装置50から、計数したメダルの
数量を示すメダル枚数信号を受信し、メダル枚数信号が示すメダルの数量を表示装置64に
表示している状態で、貸出要求ボタン66が押圧操作されると、メダル貸出装置40の動作を
制御して、所定枚数のメダルをメダル貸出口42に払い出させるようになっている。
【００２７】
　以下に、スロットマシン1A、落下メダル受容器20、メダル揚送装置30、メダル貸出装置
40、メダル計数装置50及びＩＣメダル払出装置60のそれぞれについて詳しく説明する。
　（スロットマシン1A）
　スロットマシン1Aは、図１の如く、三個の回転リール11を備え、これらの回転リール11
の各々に記された複数種類の図柄が所定の組み合わせとなるように、回転している回転リ
ール11を停止させる遊技を行うものである。このスロットマシン１は、メダルＡの投入に
よって遊技を開始するように形成されている。
　また、三個の回転リール11は、遊技を行うための遊技用装置であるリールユニット（図
示略）を形成している部品である。
【００２８】
　換言すると、スロットマシン１のリールユニットは、前述した三個の回転リール11と、
これらの回転リール11の各々を駆動する図示しない複数のステッピングモータと、これら
のステッピングモータ及び回転リール11を支持する図示しないフレームとを備えたものと
なっている。
　このようなスロットマシン1Aには、遊技を行うための各種遊技用装置、例えば、ホッパ
ーユニット10やリールユニット等を収納するとともに、正面形状が長方形となった筐体２
が備えられている。
　筐体２は、前面全体が開口された箱状の部材である。そして、筐体２の前面開口は、当
該筐体２に回動可能に取り付けられた前扉３で塞がれるようになっている。なお、前扉３
は、閉じられると、自動的に施錠されるようになっている。
【００２９】
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　前扉３は、その前面をほぼ二分する上部パネル部４及び下部パネル部５を備えたものと
なっている。そして、下部パネル部５の下方には、入賞時に払い出されるメダルを貯留す
る受皿部6Aが一体成形された受皿ユニット６が設けられている。また、上部パネル部４と
下部パネル部５との間には、遊技に係る操作を行うための操作卓７が遊技者側に突出する
ように形成されている。
　なお、受皿ユニット６には、メダルを貯留する前述の受皿部6Aに加えて、入賞時に受皿
部6Aへ向かって払い出されるメダルを排出させるメダル払出口6Bとが設けられている。
　操作卓７は、遊技における操作に必要な各種のスイッチ類が配置されたものである。
【００３０】
　すなわち、操作卓７における図１中右端の部分には、メダルを投入するためのメダル投
入口7Aが開口されたメダル投入部7Bが設けられている。
　メダル投入口7Aの左斜め下方には、三個の回転リール11のそれぞれを停止させる際に操
作される三個のストップスイッチ7Cが設けられている。これら三個のストップスイッチ7C
のうち、左端に配置されているストップスイッチ7Cの左斜め上方には、メダルをベットす
る際に操作されるベットスイッチ7Dが設けられている。
　また、左端のストップスイッチ7Cの左方であって、ベットスイッチ7Dの下方の位置には
、三個の回転リール11を一斉に回転させる際に操作されるスタートスイッチ7Eが設けられ
ている。
【００３１】
　ここで、スロットマシン1Aの筐体２には、図１の如く、ホッパーユニット10のメダル貯
留器10A の開口よりも高い位置、具体的には、当該筐体２の上面を形成する天板2Aに開口
されるとともに、外部から補給されるメダルＡが投入されるメダル補給口2Bが設けられて
いる。
　また、筐体２には、メダル貯留器10A の開口よりも低い位置、具体的には、当該筐体２
の底面を形成する底板2Cに開口されるとともに、メダル貯留器10A の開口から溢れたメダ
ルＡを当該筐体２の下方へ排出するためのメダル排出手段であるメダル排出口2Dとが設け
られている。
【００３２】
　筐体２の内部には、メダル補給口2Bからホッパーユニット10のメダル貯留器10A の開口
へメダルＡを導くメダル補給路としてのメダル搬送ダクト８が設けられている。
　ここにおいて、メダル補給口2B及びメダル搬送ダクト８は、メダル貯留器10A よりも高
い位置からメダル貯留器10A にメダルを補給するためのメダル補給手段を形成するものと
なっている。
　メダル搬送ダクト８は、メダル揚送装置30によって当該スロットマシン1Aの上方まで運
ばれてくるメダルＡを、前述したように、当該スロットマシン1Aの下方に配置されている
ホッパーユニット10のメダル貯留器10A へ導くものである。
【００３３】
　このメダル搬送ダクト８の上端部8Aは、天板2Aに開口されたメダル補給口2Bを通って天
板2Aの表面から突出している。この上端部8Aに形成された開口は、メダル揚送装置30から
のメダルＡを受け入れるメダル受入口8Bとさなっている。
　また、メダル貯留器10A の直上に配置されている下端部8Cに形成された開口が、メダル
貯留器10A へメダルＡを吐き出すメダル吐出口8Dとなっている。
　この際、ホッパーユニット10のメダル貯留器10A は、内部に貯留されているメダルＡの
嵩が予め設定された下限レベルに達したことを検出する図示しないセンサを備えており、
内部のメダルＡの嵩が下限レベルに達すると、当該センサからメダル揚送装置30へ補給信
号が送出されるようになっている。
【００３４】
　メダル揚送装置30は、補給信号を受信すると、メダルＡをスロットマシン1Aの上方まで
運ぶようになっている。
　メダルＡは、メダル揚送装置30によってスロットマシン1Aの上方まで運ばれると、自然
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落下により、メダル受入口8Bからメダル搬送ダクト８の中に入り、当該メダル搬送ダクト
８の中を通ってメダル吐出口8Dからホッパーユニット10のメダル貯留器10A に向かって放
出され、メダル貯留器10A の内部に貯留されるようになっている。
　一方、メダルＡは、メダル貯留器10A の開口から溢れ出ると、下方へ自然落下し、メダ
ル排出口2Dを通って、落下メダル受容器20へ向かって放出され、落下メダル受容器20の内
部に到達するようになっている。
【００３５】
　（落下メダル受容器20）
　落下メダル受容器20は、スロットマシン1Aの筐体２の下方に配置され、前述したように
、筐体２に設けられたメダル貯留器10A の開口から溢れ出るとともに、メダル排出口2Dを
通って下方へ落下してくるメダルＡを受けて、その内部に貯留する容器である。
　この落下メダル受容器20の開口は、メダル計数装置50の下方にも及ぶ大きさを有するも
のとなっている。
　換言すると、落下メダル受容器20は、メダル貯留器10A の開口から溢れ出たメダルＡ、
及び、メダル計数装置50で計数済みとされて、後述する計数済メダル排出口12G から排出
されるメダルＡの両方を受けることが可能な位置に配置されている。
【００３６】
　このような落下メダル受容器20には、筐体２側のメダル補給口2B、及び、第１補助筐体
12側の後述する貸出メダル補給口12D のいずれよりも高い位置まで、当該落下メダル受容
器20の内部に貯留されているメダルＡを搬送するために、これから説明するメダル揚送装
置30及びメダル揚送ダクト31が設けられている。
　（メダル揚送装置30）
　メダル揚送装置30は、ホッパーユニット10と同様の原理でメダルＡを搬送する装置であ
る。すなわち、メダル揚送装置30には、図２に示すように、落下メダル受容器20の底部に
回転可能に設けられるとともに、メダルＡの平面形状に応じたメダル穴30A が複数形成さ
れた回転ディスク30B と、この回転ディスク30B を回転駆動する図示しない電動機と、メ
ダルＡを排出するために、当該メダル揚送装置30の側面に開口された図示しない排出口と
、回転ディスク30B のメダル穴30A に保持されて回転ディスク30B の周方向へ移動しよう
とするメダルＭを案内して当該メダルＭを前述の排出口へ向かって移動させる図示しない
ガイド部とが設けられている。
【００３７】
　このようなメダル揚送装置30は、落下メダル受容器20の底部に貯留されているメダルＡ
をメダル穴30A で保持するとともに回転ディスク30B を回転させることで、メダル穴30A 
の内部に保持されたメダルＡをガイド部で回転ディスクの径方向へ強制的に移動させ、こ
れにより、次々にメダルＡを前述の排出口から外部へ押し出すものとなっている。
　（メダル揚送ダクト31）
　メダル揚送ダクト31は、筐体２のメダル補給口2B及び第１補助筐体12の貸出メダル補給
口12Dのいずれよりも高い位置までメダルＡを導くメダル揚送路である。
　すなわち、第１補助筐体12には、図１の如く、当該第１補助筐体12の上面を形成する天
板12C に開口されるとともに、外部から補給されるメダルＡが投入される貸出メダル補給
口12D が設けられている。
【００３８】
　一方、メダル揚送ダクト31は、図１の如く、貸出メダル補給口12D よりも高い位置から
メダル揚送装置30まで延びているとともに、内部にメダルＡを通すために、メダルＡのサ
イズに応じた略Ｃ字形上の平たい断面形状を有する筒状の部材である。
　このようなメダル揚送ダクト31は、図２の如く、メダル揚送装置30の近傍を除く部分が
、ほぼ垂直に延びる直線ダクト部31A とされ、メダル揚送装置30の近傍の部分が、メダル
揚送装置30の排出口へ向かって緩く湾曲している湾曲ダクト部31B となっている。
　ここにおいて、メダル揚送ダクト31は、メダル揚送装置30の側方から上方へ湾曲してい
る湾曲部を有する筒状の湾曲通路部である湾曲ダクト部31B と、上方へ直線的に延びる筒
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状の上方延出通路部である直線ダクト部31A とが相互に接続されたものである。
【００３９】
　また、メダル揚送ダクト31は、下側の開口した端部、換言すると、湾曲ダクト部31B 側
の端部がメダル揚送装置30の排出口に接続されている。
　これにより、メダル揚送装置30から排出されるメダルＡは、メダル揚送ダクト31の内部
を登っていき、メダル揚送ダクト31の上端まで到達するようになっている。
　（メダル研磨部32）
　メダル揚送ダクト31の途中部分には、メダルＡが内部を流通する際に、当該メダルＡを
研磨するメダル研磨部32が設けられている。
　このメダル研磨部32は、メダル揚送ダクト31内に収納されるとともに、メダルＡを研磨
するための研磨液を染み込ませた研磨布33でメダルＡを研磨するものである。
【００４０】
　すなわち、メダル研磨部32が設けられているメダル揚送ダクト31の途中部分には、図４
に示すように、その側壁32A の一部分が外側に膨出しているとともに、内部に研磨布33を
充填するための空間を有する膨出部32B が設けられている。
　このような膨出部32B は、メダルＡの流通方向に沿って延びたものであり、換言すると
、メダル研磨部32の全長に渡って形成されたものとなっている。
　そして、研磨布33は、膨出部32B の全長に渡って膨出部32B の内部に充填されたものと
なっている。
　ここで、研磨液が染み込んだ研磨布33は、メダル揚送ダクト31の内面よりも大きな摩擦
力をメダルＡに及ぼすものである。このような研磨布33は、メダル揚送ダクト31における
メダルＡの進行方向に向かって左側及び右側のいずれか一方に偏って設けられている。
【００４１】
　そして、メダルＡは、メダル研磨部32の内部を流通する際に、進行方向に向かって左側
及び右側のいずれか一方により大きな摩擦力を受け、これにより、回転しながらメダル揚
送ダクト31の内部を進むようになっている。このため、メダルＡは、研磨布33によって一
方の面の全体と、端面の全周とが研磨され、汚れが取り除かれるようになっている。
　（メダル切換装置34）
　メダル揚送ダクト31の上方の端部、換言すると、メダル揚送ダクト31の直線ダクト部31
A 側の端部には、二つに分岐した分岐路の一方から他方へメダルＡの流通を切り換えるメ
ダル切換装置34が設けられている
　すなわち、メダル切換装置34は、図５に示すように、メダルＡの流通方向を変えるため
に揺動可能に設けられた弁体34A と、この弁体34A を駆動するロータリーソレノイド装置
34B と、弁体34A 及びロータリーソレノイド装置34B を支持しているベース部34C とを有
するものである。
【００４２】
　ここで、ベース部34C には、筐体２のメダル補給口2BへメダルＡを導く遊技メダル通路
である遊技メダルダクト34D と、補助筐体12の貸出メダル補給口12D へメダルＡを導く貸
出メダル通路である貸出メダルダクト34E と、メダル揚送ダクト31からのメダルＡが流入
してくる入口ダクト34F とが接続されている。
　そして、遊技メダルダクト34D 、貸出メダルダクト34E 及び入口ダクト34F の各々は、
スロットマシン1A側に設けられているメダル搬送ダクト８、メダル貸出装置40側に設けら
れている後述する貸出メダルダクト14、及び、メダル揚送装置30から延びてきたメダル揚
送ダクト31にそれぞれ接続されている。
【００４３】
　また、入口ダクト34F と遊技メダルダクト34D とのなす角度、及び、入口ダクト34F と
貸出メダルダクト34E とのなす角度は、ともに鋭角となっている。
　入口ダクト34F の内部を上昇してきたメダルＡは、入口ダクト34F と他のダクト34D, 3
4Eとがそれぞれ鋭角に交差しているメダル切換装置34で進行方向が転換された後、遊技メ
ダルダクト34D 又は貸出メダルダクト34E の内部を降下していくようになっている。
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　弁体34A は、スロットマシン1Aの正面から見ると、三日月形の形状をしている。この弁
体34A における三日月の凹んだ部分は、メダルＡと接触して案内するガイド部34G となっ
ている。
【００４４】
　また、弁体34A は、ガイド部34G が貸出メダルダクト34E 側に面する位置αと、ガイド
部34G が遊技メダルダクト34D 側に面する位置βとの二位置間を揺動するように形成され
ているとともに、図示しないトーションバネによって遊技メダルダクト34D に向かって常
に付勢されている。
　そして、弁体34A は、ロータリーソレノイド装置34B のソレノイドが非通電状態となっ
ている場合、位置αに配置されるようになっている。
　一方、弁体34A は、ロータリーソレノイド装置34B のソレノイドが通電されると、位置
αから位置βへ移動し、当該ソレノイドの通電状態が解除されるまで、位置βに配置され
た状態が維持され、当該ソレノイドの通電状態が解除されると、位置αに復帰するように
なっている。
【００４５】
　以上において、メダル揚送装置30は、メダル切換装置34に設けられたロータリーソレノ
イド装置34B のソレノイドが非通電状態で運転されると、メダル貸出装置40側へメダルＡ
を補給する一方、ロータリーソレノイド装置34B のソレノイドが通電状態で運転されると
、スロットマシン1A側へメダルＡを補給するように形成されている。
　（メダル貸出装置40）
　図１及び図２に戻って、メダル貸出装置40は、図１及び図２の如く、前述の紙幣識別機
43に加えて、ホッパーユニット10と同様の原理でメダルＡをメダル貸出口42に向かって射
出するメダル射出装置44を備えたものである。
【００４６】
　メダル射出装置44の上方には、図２の如く、遊技者に貸し出すメダルを貯留するととも
に、上向きの開口を有する貸出メダル貯留器45が設けられている。
　メダル射出装置44は、貸出メダル貯留器45の底部に貯留されているメダルＡをメダル貸
出口42に向かって連続的に射出可能に形成されたものである。
　なお、第１補助筐体12の正面部分12A には、メダル射出装置44によって射出されてメダ
ル貸出口42から出てくるメダルＡを受けるメダル受皿46が突設されている。
　（トレイ51）
　メダル計数装置50で計数することができるのは、前述したように、トレイ51の内部に入
ったメダルＡである。
【００４７】
　そして、トレイ51は、内部のメダルＡをメダル計数装置50に向かって放出するために、
メダル計数装置50の真上に配置されているとともに、図６に示すように、その底面を形成
する底板51B を下方へ開放させる機構を備えている。
　すなわち、トレイ51は、図６の如く、四枚の側板51C～51Fを四角枠状に組んだものの底
面を前述の底板51B で塞いだ箱状のものであり、開放された上面からメダルＡが入れられ
るようになっている。なお、図６には、側板51F の図示が省略されている。
　トレイ51の側板51C～51Fのうち、第１補助筐体12の正面部分12A と同じ方向を向いてい
る前方側板51C には、第１補助筐体12の内部から引き出す際に、手掛かりとなる把手51G 
が設けられている。
【００４８】
　前方側板51C の下端縁近傍には、底板51B を回動自在に軸支するヒンジ部51H が設けら
れている。このヒンジ部51H に軸支されることで、底板51B は、トレイ51の底面を閉鎖す
る閉鎖位置から、ヒンジ部51H の下方へ垂れ下がって、トレイ51の底面を完全に開放する
開放位置まで揺動可能となっている。
　この際、第１補助筐体12の正面部分12A には、トレイ挿通孔51A の下端縁に沿った部位
から上方突出するとともに、底板51B の底面と常に接触するように形成された係合突起12
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E が設けられている。
　トレイ51は、トレイ挿通孔51A の内部に収納された状態で、その底板51B がトレイ51の
底面を開放する回付位置にあっても、トレイ挿通孔51A から引き出されると、係合突起12
E が底板51B を相対的に上方へ押し上げ、底板51B が自動的にトレイ51の底面を閉鎖する
ようになっている。
【００４９】
　前方側板51C と対向する後方側板51Dには、底板51B の揺動する側の先端縁を掛止する
ための掛止部材52が揺動可能に設けられている。
　ここで、後方側板51Dは、第１補助筐体12の背面部分を形成している背板12B と対向す
る部位である。
　そして、掛止部材52は、トレイ51の後方側板51D と第１補助筐体12の背板12B との間に
配置されるとともに、後方側板51D の外側の面に揺動可能に取り付けられたＺ字形の部材
となっている。
　この際、掛止部材52は、そのほぼ中央の部分が後方側板51D に軸支されている。
【００５０】
　掛止部材52における中央の部分よりもトレイ51の底面側へ延びる部分は、前方側板51C 
側へ鉤状に折れ曲がり、その先端部分が底板51B の底面を掛止させるための掛止爪52A と
なっている。
　掛止部材52における中央の部分よりもトレイ51の開口側へ延びる部分は、第１補助筐体
12の背板12B に向かって鉤状に折れ曲がり、その先端部分が背板12B の表面に当接させる
ための当接突起52B となっている。
　このような掛止部材52は、掛止爪52A が底板51B の底面を掛止することができる掛止位
置と、掛止爪52A による底板51B の底面の掛止が解除される解除位置との間を揺動可能と
なっている。また、掛止部材52は、当該掛止部材52を軸支する軸に取り付けられたトーシ
ョンバネ52C によって、掛止位置に向かって常に付勢されている。
【００５１】
　掛止爪52A は、図６中、上方の面で底板51B の底面を掛止するものである。
　また、掛止爪52A は、先端側が細くなるように、図６中、下方の面が傾斜している。
　これにより、底板51B は、開放位置から閉鎖位置近傍まで揺動され、その揺動側の端部
が掛止爪52A の傾斜した面に接触した位置に達し、さらに、この位置から閉鎖位置へ向か
って強く押圧されると、掛止部材52をトーションバネ52C の弾性力に抗して掛止位置から
解除位置側へ揺動させ、閉鎖位置に到達するとともに、トレイ51の底面を閉鎖するように
なっている。そして、掛止爪52A は、底板51B が閉鎖位置に到達するし、トーションバネ
52C の弾性力で掛止位置に復帰し、トレイ51の底板51B を掛止し、メダルＡの荷重が底板
51B に加わっても、当該底板51B を閉鎖位置に固定するようになっている。
【００５２】
　一方、底板51B が閉鎖位置にあるトレイ51をトレイ挿通孔51A に収納した状態で、トレ
イ51を第１補助筐体12の背板12B に向かって押圧すると、掛止部材52は、当接突起52B が
背板12B の表面に当接するとともにトレイ51の移動によって相対的に押圧され、掛止爪52
A がトーションバネ52C の弾性力に抗して解除位置側へ揺動するようになっている。
　ここで、トレイ51は、掛止爪52A による底板51B の掛止が解除される位置まで移動する
と、ヒンジ部51H が係合突起12E よりもトレイ挿通孔51A の奥側に配置され、底板51B が
ヒンジ部51H の下方へ垂れ下がることが可能となり、これにより、内部のメダルＡをすべ
て下方に放出できるようになっている。
【００５３】
　なお、内部のメダルＡをすべて下方に放出した後、トレイ51をトレイ挿通孔51A から引
き出せば、係合突起12E が底板51B を上方へ押し上げて、当該底板51B によってトレイ51
の底面が閉鎖されるようになっている。
　（メダル計数装置50）
　図２及び図３に戻って、メダル計数装置50は、第１補助筐体12に収納される装置の中で
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最も低い位置に配置されている。
　ここで、図１に戻って、第１補助筐体12の底に配置された底板12F には、図１の如く、
メダル計数装置50から落下してくるメダルＡが挿通可能となった計数済メダル排出口12G 
が開口されている。この計数済メダル排出口12G を通って、メダル計数装置50で計数され
たメダルＭが落下メダル受容器20に戻るようになっている。
【００５４】
　メダル計数装置50は、図７及び図８に示すように、トレイ51から落下してくるメダルＡ
を受けて貯留する計数メダル受容器53と、メダルＡの計数を行うためのメダルセンサ54と
、メダルＡをメダルセンサ54に向かって射出するメダル射出機構55と、計数を行うメダル
のサイズを判別するメダルサイズ判別機構56とを備えたものである。
　このうち、メダルセンサ54は、いわゆるフォトインターラプタ式のセンサである。
　具体的に説明すると、メダルセンサ54は、特に図示しないが、光を発する投光素子と、
投光素子の光を受ける受光素子とを備え、通過するメダルが投光素子の発した光を反射さ
せて受光素子に到達させ、これにより、光を受光した受光素子がメダルの計数信号をＩＣ
メダル払出装置60へ送信するように形成されている。
【００５５】
　なお、メダルセンサ54としては、フォトインターラプタ式のセンサに限らず、例えば、
メダルの接近によって生じる磁界の変化からメダルの検出を行う磁気式のセンサ、メダル
の接近によって生じる電界の変化からメダルの検出を行う静電式のセンサ、あるいは、検
出領域に向かって超音波を放射し、検出領域を通過するメダルに反射した超音波の反射波
からメダルの検出を行う超音波式のセンサ等、他の方式のセンサを採用することもできる
。
　メダル射出機構55は、ホッパーユニット10と同様の原理でメダルの射出を行うものであ
る。すなわち、メダル射出機構55には、図８に示すように、落下メダル受容器20の底部に
回転可能に設けられるとともに、メダルＡの平面形状に応じたメダル穴55A が複数形成さ
れた回転ディスク55B と、この回転ディスク55B を回転駆動する図示しない電動機と、メ
ダルＡが吐き出される吐出口55C の近傍に設けられて、通過するメダルＡを蹴飛ばすメダ
ル蹴飛ばし機構57と、回転ディスク55B のメダル穴55A に保持されて回転ディスク55B の
周方向へ移動しようとするメダルＭを案内して当該メダルＭをメダル蹴飛ばし機構57へ向
かって移動させるガイド部55D とが設けられている。
【００５６】
　ここで、メダル蹴飛ばし機構57には、先端部分がメダルＡの通路の内部に突没可能に設
けられたレバー部材57A と、このレバー部材57A の先端に回転自在に設けられたローラー
57B と、メダルＡの通路の内部に突出する方向へレバー部材57A を付勢するテンションバ
ネ57C とが備えられている。
　このようなメダル蹴飛ばし機構57は、回転ディスク55B の回転で移動してきたメダルＡ
によって、一旦、レバー部材57A の先端のローラー57B がメダルＡの通路の外側へ押し出
されるようになっている。
　そして、ローラー57B がメダルＡの通路の外側へ押し出されると、テンションバネ57C 
に弾性エネルギーが蓄積され、メダルＡの直径部分が通過した際に、テンションバネ57C 
の弾性エネルギーが一気に開放され、テンションバネ57C の弾性エネルギーでレバー部材
57A が勢いよく揺動して、メダルＡを下流側へ蹴飛ばすようになっている。
【００５７】
　これにより、メダル蹴飛ばし機構57の上流側で隙間のない列を形成していた複数のメダ
ルＡは、メダル蹴飛ばし機構57を通りすぎると、所定の間隔を開けて搬送され、メダルセ
ンサ54で正確に計数さるようになっている。
　メダルサイズ判別機構56は、サイズの不適正なメダルを排除するものである。
　ここで、メダルサイズ判別機構56でサイズが適正と判定されたメダルＡは、メダルセン
サ54を通るとメダル計数装置50から下方へ落下し、その下方の底板12Fに開口されている
計数済メダル排出口12G を通って、落下メダル受容器20へ戻されるようになっている。
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　メダルサイズ判別機構56でサイズが不適正と判定されたメダルは、図７に示すように、
メダル射出機構55の下方に形成された排除メダル通路59を通って、メダル計数装置50の下
方に配置された図示しない排除メダル収容器に収容されるようになっている。
【００５８】
　メダルサイズ判別機構56は、メダルが通る通路56A の両側に立設された一対の側壁56B,
 56Cで進入を規制することで、規定最大寸法よりも大きなメダルを排除するとともに、メ
ダルＡの通路として設けられた部位に設けられたサイズ判別口56D で篩い落とすことで、
規定最小寸法よりも小さなメダルを排除するものである。
　この際、メダルサイズ判別機構56には、サイズ判別口56D でメダルを篩い落とす際に、
通路56A の幅方向における所定の基準位置に、流通するメダルを配置する位置決め機構58
が設けられている。
　位置決め機構58は、図８及び図９に示されるように、通路56A の片側に配置されるとと
もに、通路56A の内部に突没可能に設けられたレバー部材58A と、メダルＡの通路の内部
に突出する方向へレバー部材58A を付勢するテンションバネ58B とを備えたものとなって
いる。
【００５９】
　このような位置決め機構58は、図９に示すように、レバー部材58A が設けられている側
壁56C と対向する側壁56B に向かって、当該レバー部材58A が流通するメダルを押圧し、
図９中右側の側壁56B にメダルの周縁が接する位置、すなわち、基準位置にメダルを配置
するように形成されている。
　ここで、サイズ判別口56D を囲む側面部のうち、互いに対向する側面部56E, 56Fの面間
寸法を寸法Ｓ１、側壁56B と側面部56E との面間寸法を寸法Ｓ２、側壁56B, 56Cの面間寸
法を寸法Ｓ３とすると、位置決め機構58を通過可能なメダルＡは、直径ＤがＳ２＜Ｄ＜Ｓ
３を満たすものとなっている。
【００６０】
　一方、位置決め機構58で篩い落とされるメダルは、直径ｄがＳ２に満たないものとなっ
ている。もちろん、側面部56E, 56Fの面間寸法Ｓ１よりも直径が小さいメダルも、位置決
め機構58で篩い落とされるようになっている。
　（ＩＣメダル払出装置60）
　ＩＣメダル払出装置60は、メダル計数装置50から送られてくるメダルの計数信号に基づ
いてトレイ51内部のメダルＡの数量を取得し、取得したメダルＡの数量をＩＣメダルＣに
書き込むものとなっている。
　更に具体的に説明すると、ＩＣメダル払出装置60は、メダル計数装置50から送られてく
るメダルの計数信号をカウントすることで、トレイ51内部のメダルＡの数量を取得するも
のである。
【００６１】
　ここで、ＩＣメダル払出装置60は、メダル計数装置50からの計数信号に基づいてメダル
Ａの数量を取得すると、取得した数量を表示装置64に表示させるものとなっている。
　また、ＩＣメダル払出装置60は、ＩＣメダル投入口61にＩＣメダルＣが投入されると、
投入されたＩＣメダルＣに書き込まれている数値を表示装置64に表示させるものとなって
いる。
　また、ＩＣメダル払出装置60は、取得したメダルＡの数量を表示装置64に表示させてい
るときに、払出要求ボタン65が押圧操作されると、取得したメダルＡの数量を含む数量デ
ータと、防犯に係るデータを含むセキュリティーデータとをＩＣメダルＣを書き込んだ後
、ＩＣメダル払出口62に払い出すようになっている。
【００６２】
　なお、払い出されたＩＣメダルＣは、景品交換所に設置されている精算機に投入される
ようになっている。そして、精算機は、ＩＣメダルＣに書き込まれたメダルＡの数量を記
したシートを発行するようになっている。景品交換所は、記されたメダルＡの数量に応じ
た景品と当該シートとを交換するようになっている。
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　さらに、ＩＣメダル払出装置60は、ＩＣメダル投入口61にＩＣメダルＣが投入され、表
示装置64に当該ＩＣメダルＣに書き込まれている数値が表示されているときに、貸出要求
ボタン66が押圧操作されると、所定枚数のメダルＡをメダル貸出装置40に払い出させるよ
うになっている。
【００６３】
　そして、ＩＣメダル払出装置60は、所定の貸出枚数のメダルＡをメダル貸出装置40に払
い出させた後、当該ＩＣメダルＣに記憶されている数値から払い出した枚数を減算し、こ
れにより、ＩＣメダルＣの記憶を更新するとともに、減算した枚数を表示装置64に表示さ
せるようになっている。
　なお、ＩＣメダル払出装置60は、減算した枚数が所定の貸出枚数に満たない場合は、貸
出要求ボタン66の押圧操作が無効とするが、減算した枚数が所定の貸出枚数以上の場合は
、貸出要求ボタン66の再度の押圧操作を有効とするように形成されている。
　前述のような本実施形態によれば、次のような効果が得られる。
【００６４】
　すなわち、リールユニット、ホッパーユニット10及びメダル貯留器10A を内部に収納す
る筐体２に、メダルＡが投入されるメダル補給口2Bと、このメダル補給口2Bからメダル貯
留器10A へメダルＡを導くメダル搬送ダクト８と、メダル貯留器10A の開口から溢れたメ
ダルＡを下方へ排出するメダル排出口2Dとを設け、メダル貸出装置40及びメダル計数装置
50を内部に収納する第１補助筐体12に、メダルＡが投入される貸出メダル補給口12D と、
メダル計数装置50で計数された計数済みのメダルＡを排出する計数済メダル排出口12G と
を設け、また、筐体２の下方に、メダル排出口2Dから下方へ落下するメダルＡ、及び、計
数済メダル排出口12G から排出されるメダルＡの両方を受けることが可能な落下メダル受
容器20を設け、さらに、この落下メダル受容器20のメダルＡをメダル補給口2B及び貸出メ
ダル補給口12D のいずれよりも高い位置まで搬送するために、メダルＡが流通するメダル
揚送ダクト31と、メダルＡを上方へ搬送するためのメダル揚送装置30とを設けたので、メ
ダル揚送装置30でメダルＡをメダル補給口2B及び貸出メダル補給口12D のいずれよりも高
い位置に搬送できるようにするとともに、メダルＡを重力で下方へ落下させることで、筐
体２の内部及び第１補助筐体12の内部にメダルＡを流通させることができ、しかも、筐体
２の内部及び第１補助筐体12の内部を流通してきたメダルＡを落下メダル受容器20に戻す
ことができ、メダル貸出装置40、メダル計数装置50及びスロットマシン１にメダルＡを循
環させることができる。そして、これらのメダル貸出装置40、メダル計数装置50及びスロ
ットマシン１にメダルを循環させることで、余剰のメダルＡを外部に排除する作業や不足
したメダルＡを補給する作業が不要となり、また、これらの作業を行う人手も不要となり
、これにより、遊技場を省力化することができる。
【００６５】
　ここで、落下メダル受容器20の内部に貯留されているメダルＡをメダル揚送ダクト31の
上端まで揚送するためのメダル揚送装置30として、内部に入ったメダルＡを保持するため
のメダル穴30A が複数形成された回転ディスク30B を落下メダル受容器20の底部に設け、
この回転ディスク30B を電動機で回転させるとともに、メダル穴30A に入ったメダルＡを
ガイド部に沿わせて排出口まで導くことで、メダルＡを次々に排出口から排出させるよう
にしたものを採用したので、このメダル揚送装置30によって、落下メダル受容器20に底部
に溜まったメダルＡを、メダル補給口2B及び貸出メダル補給口12D のいずれよりも高い位
置に確実に搬送することができる。
【００６６】
　従って、メダル揚送装置30の確実な揚送動作が実現されることにより、メダル貸出装置
40、メダル計数装置50及びスロットマシン１におけるメダルＡの循環が確実に行われるよ
うになり、余剰のメダルＡを外部に排除する作業や不足したメダルＡを補給する作業が不
要となり、また、これらの作業を行う人手も不要となるので、これにより、遊技場の省力
化を実現することができる。
　なお、本発明は、前記実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成できる
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　例えば、前記実施形態では、二つの補助筐体12, 13を設け、落下メダル受容器20、メダ
ル揚送装置30、メダル貸出装置40、メダル計数装置50及びＩＣメダル払出装置60のうち、
ＩＣメダル払出装置60のみを第２補助筐体13に収納したが、補助筐体の形態としてはこれ
に限らず、ＩＣメダル払出装置60も第１補助筐体12に収納し、補助筐体を一つにまとめて
もよい。
【００６７】
　また、前記実施形態では、景品との交換を行うための媒体として、ＩＣメダルＣを採用
したが、交換のための媒体としては、ＩＣメダルに限らず、ＩＣカードや磁気カード等、
他の種類の記憶媒体を利用してもよい。
　さらに、遊技機としては、スロットマシンに限らず、アレンジボール及び雀球等、遊技
媒体としてメダルを利用する他の形式の遊技機でもよい。
【符号の説明】
【００６８】
　　　 1　　メダル循環システム
　　　 1A 　メダル遊技機としてのスロットマシン
　　　 2　　筐体
　　　 2B 　メダル補給手段を形成するメダル補給口
　　　 2D 　メダル排出手段としてのメダル排出口
　　　 8　　メダル補給手段を形成するメダル補給路
　　　10　　遊技メダル払出装置としてのホッパーユニット
　　　10A 　メダル貯留器
　　　20　　落下メダル受容器
　　　30　　メダル揚送装置
　　　30A 　メダル穴
　　　30B 　回転ディスク
　　　31　　メダル揚送路としてのメダル揚送ダクト
　　　31A 　上方延出通路部としての直線ダクト部
　　　31B 　湾曲通路部としての湾曲ダクト部
　　　34　　メダル切換装置
　　　40　　メダル貸出装置
　　　45　　貸出メダル貯留器
　　　50　　メダル計数装置
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